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（令和６年度）通学路における
点検箇所及び対応の方向性について
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地点1 北町2-14付近
夕方以降暗く、防犯面で不安がある。
わき道から出てくる自転車があるが、歩行者からは見えに
くく、児童と接触する危険性がある。
➣ 街路灯の照度を確認する。
➣ 白線の再溶着をする。
➣自転車に対する注意喚起の看板を設置する。

地点2 ひばりが丘北2-8付近（スポーツクラブ前交差点）
交通量が多く、児童が車両と接触する危険性がある。
➣ 白線の再溶着をする。
➣ 児童への交通安全指導を徹底する。

地点3 ひばりが丘北3-1付近（地蔵通り）
道幅が狭く、スピードを出した車両の交通量も多い。児童
と接触する危険性がある。
➣ Y字周りのカラー舗装をする。
➣ 白線の再溶着をする。
➣ スクールゾーンの路面標示の再溶着をする。

地点4 栄町2-4～1-12付近
道幅が狭く、スピードを出した車両の交通量も多い。児童
と接触する危険性がある。
➣ 白線の再溶着をする。
➣ カラー舗装の再溶着をする。
➣「止まれ」及び停止線の再溶着を田無警察署に依頼する。

【その他の危険箇所】
・車道から歩道を横断して店舗駐車場に入る車両が多く、児童と接触する危
険性がある。
➣ 店主に駐車場から出る車両への注意喚起に関するお願いをした。
➣ 「通学路」を周知する電柱幕を設置する。


